
2

エ
ッ
セ
イ

「
苦
蟲
か
ら
惠
比
寿
顔
に
」
―
本
多
静
六
の
一
般
社
会
へ
の
ま
な
ざ
し
―

岡
　
本
　
貴
久
子

今
年
三
月
末
、
博
士
論
文
を
も
と
に
日
文
研
叢
書
『
記
念
植
樹
と
日
本
近
代
　
林
学
者
本
多
静
六
の
思
想
と
事

績
』
を
出
版
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
主
役
・
本
多
静
六
に
つ
い
て
、
本
文
に
書
き
き
れ
な
か
っ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
綴
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

『
人
生
と
財
産
』

『
人
生
と
財
産
』
と
い
う
化
粧
箱
入
り
の
真
っ
赤
な
大
著
が
私
の
手
元
に
あ
る
。
送
っ
て
下
さ
っ
た
の
は
、

本
多
の
嫡
孫
の
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
故
・
本
多
健
一
先
生
の
奥
様
で
あ
る
。
丁
重
な
る
御
手
紙
と
と
も
に
、

ず
し
り
と
重
い
そ
の
本
は
こ
の
四
月
か
ら
私
の
書
棚
に
納
ま
っ
た
。
博
士
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
本
多

の
専
門
分
野
に
係
る
林
学
・
造
園
関
係
の
資
料
に
は
隈
無
く
あ
た
っ
た
が
、
成
功
の
秘
訣
と
い
っ
た
所
謂
一
般

向
け
「
ビ
ジ
ネ
ス
書
」
に
は
手
が
回
ら
ず
、
今
回
あ
ら
た
め
て
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
多
健
一
先
生
は
、
ご
専
門
は
化
学
技
術
、
特
に
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
研
究
が
知
ら

れ
て
お
り
、
東
京
大
学
工
学
部
教
授
を
定
年
ご
退
官
さ
れ
た
あ
と
、
紫
綬
褒
章
（
一
九
八
九
）
や
日
本
学
士
院
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賞
（
一
九
九
二
）、
勲
三
等
旭
日
中
褒
章
（
一
九
九
五
）、
文
化
功
労
者
（
一
九
九
七
）、
日
本
国
際
賞

（
二
〇
〇
四
）
等
の
数
々
を
表
彰
さ
れ
た
高
名
な
学
者
で
あ
る
。
一
九
八
三
年
か
ら
八
九
年
の
間
に
は
京
都
大
学

で
も
教
鞭
を
執
ら
れ
た
。
一
九
五
七
年
に
パ
リ
大
学
でP

h.D
.

（
理
学
）
を
取
得
さ
れ
た
先
生
は
、
一
九
七
九

年
に
フ
ラ
ン
ス
か
らC

hevalier, l ’O
rdre des Palm

es A
cadem

iques

の
称
号
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
仏
留
学
の

時
期
を
等
し
く
さ
れ
る
平
川
祐
弘
先
生
は
、
本
多
先
生
と
ペ
ア
で
ピ
ン
ポ
ン
大
会
に
出
場
し
た
愉
快
な
思
い
出

を
記
し
て
お
ら
れ
る
（『
書
物
の
声 

歴
史
の
声
』
二
〇
〇
九
年
）。
お
生
ま
れ
は
大
正
一
四
年
で
、
数
年
前
に
ご

逝
去
さ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
生
前
の
本
多
健
一
先
生
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

本
多
静
六
の
『
人
生
と
財
産
』
は
、
一
九
五
〇
年
に
実
業
之
日
本
社
か
ら
発
売
さ
れ
た
「
私
の
財
産
告
白
」

や
「
私
の
生
活
流
儀
」
を
再
編
集
し
た
も
の
で
、
奥
付
を
み
る
と
二
〇
〇
〇
年
に
初
版
発
行
、
二
〇
〇
三
年

一
二
月
に
一
〇
版
発
行
と
な
っ
て
い
る
。
出
版
元
は
日
本
経
営
合
理
化
協
会
出
版
局
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
中
身

は
本
多
健
一
先
生
が
監
修
さ
れ
た
よ
う
だ
。

『
人
生
と
財
産
』
は
厚
さ
約
三
・
五
セ
ン
チ
の
A
五
判
で
、
拙
書
『
記
念
植
樹
と
日
本
近
代
』
と
並
べ
て
も

ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、
ペ
ー
ジ
数
で
い
う
な
ら
ば
本
多
の
方
は
本
文
四
〇
六
ペ
ー
ジ
、
拙
書
五
四
三
ペ
ー
ジ
で

百
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
違
い
だ
が
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
が
紙
質
と
文
字
の
大
き
さ
で
あ
る
。
本
多
の
方
は
厚

み
の
あ
る
書
籍
用
紙
に
、
フ
ォ
ン
ト
が
一
二
ポ
イ
ン
ト
と
大
き
く
、
漢
字
表
記
も
ひ
か
え
め
、
行
間
に
も
ゆ
と

り
が
あ
っ
て
見
や
す
く
、
ひ
と
め
で
一
般
の
読
者
を
対
象
に
し
た
書
籍
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
私
の

本
は
九
ポ
イ
ン
ト
の
文
字
に
紙
質
は
薄
め
、
漢
字
も
多
い
。
博
論
の
予
備
審
査
か
ら
本
審
査
、
そ
し
て
書
籍
化

の
段
階
で
（
不
本
意
な
が
ら
）
本
文
を
か
な
り
削
り
、
註
も
二
段
組
み
に
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
が
、
そ

れ
で
も
ま
だ
分
厚
い
。
な
か
な
か
通
読
す
る
の
が
大
変
で
…
と
い
う
ご
感
想
、
と
い
う
か
、
お
叱
り
の
言
葉
を

し
ば
し
ば
頂
戴
す
る
。
拙
書
は
専
門
書
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
誰
を
読
者
と
し
て
対
象
に
し
て
い
る
か
と
い
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う
こ
と
は
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
現
れ
る
。
本
多
健
一
先
生
が
監
修
さ
れ
た
本
は
、
現
代
社
会
に
本
多
静
六

と
い
う
人
物
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
た
め
に
採
ら
れ
た
手
法
で
あ
り
、
祖
父
の
姿
を
そ
ば
で
見
て
い
ら
し

た
本
多
先
生
な
ら
で
は
の
本
づ
く
り
と
い
え
る
。

本
多
静
六
と
読
者
層

生
前
の
本
多
静
六
、
謂
わ
ば
戦
前
の
本
多
は
大
衆
社
会
と
広
く
つ
な
が
っ
て
い
た
。
造
林
学
者
か
つ
造
園
学

者
と
し
て
研
究
と
教
育
に
従
事
す
る
傍
で
、
新
聞
・
雑
誌
を
通
し
て
一
般
の
男
性
や
婦
人
、
子
ど
も
向
け
に
読

み
や
す
い
文
章
を
数
多
く
残
し
て
い
る
。『
實
業
之
日
本
』
か
ら
『
文
藝
春
秋
』、
女
性
に
は
『
婦
人
之
友
』
や

『
婦
女
界
』、『
婦
人
倶
楽
部
』、
子
ど
も
た
ち
に
は
明
治
期
の
『
少
年
世
界
』
か
ら
『
日
本
少
年
』、『
少
年
少
女

譚
海
』
等
が
あ
る
。

例
え
ば
一
般
的
な
話
題
と
し
て
「
健
康
」
を
取
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、『
實
業
之
日
本
』
の
特
集
と
し

て
、
三
百
を
超
す
著
名
人
を
集
め
た
「
余
が
日
常
試
み
つ
ゝ
あ
る
健
康
法
」（
一
九
二
四
年
、
二
七
巻
七
号
）

が
あ
る
。「
徒
歩
」
を
挙
げ
た
本
多
を
は
じ
め
、「
安
眠
第
一
」
の
益
田
孝
、「
飯
は
二
椀
」
の
安
田
善
三
郎
、

「
深
呼
吸
」
の
武
井
守
正
、「
間
食
廃
止
」
の
正
宗
白
鳥
、
加
藤
玄
智
は
「
室
内
体
操
」、
根
本
正
は
メ
ソ
ジ
ス

ト
派
ら
し
く
「
禁
酒
禁
煙
」、
徳
田
秋
聲
は
「
散
歩
と
冷
水
浴
」、「
楽
し
ん
で
働
く
」
志
賀
泰
山
、「
成
行
に
任

せ
る
」
小
林
一
三
ら
が
寄
せ
て
い
る
。『
文
藝
春
秋
』
に
は
新
聞
社
が
主
催
し
た
「
新
八
景
」
を
テ
ー
マ
に
菊

池
寛
、
石
井
柏
亭
ら
と
の
「
名
勝
風
景
座
談
會
」（
一
九
二
九
年
、
八
月
号
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

婦
人
向
け
雑
誌
で
は
衣
食
住
か
ら
恋
愛
、
育
児
に
夫
婦
生
活
等
、
よ
り
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
話
題
が
中
心
と

な
る
。
例
え
ば
『
婦
人
之
友
』
の
「
家
庭
圓
満
號
」
で
は
「
舅
姑
別
居
の
可
否
得
失
」（
一
九
一
六
年
、
一
〇

巻
五
号
）
な
る
特
集
が
組
ま
れ
、「
別
居
す
る
を
宜
し
と
す
る
は
情
け
な
き
」
と
い
う
幸
田
露
伴
や
岡
田
哲
藏
、
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佐
佐
木
信
綱
か
ら
、「
別
居
必
要
」
を
説
く
新
渡
戸
稲
造
や
河
上
肇
、「
日
夕
往
復
」
可
能
な
距
離
に
住
む
志
賀

重
昂
、「
同
居
も
別
居
も
場
合
に
よ
る
」
と
い
う
本
多
や
徳
田
ら
が
若
夫
婦
の
暮
ら
し
方
に
つ
い
て
語
っ
た
。

同
誌
の
「
明
日
の
女
性
に
要
求
さ
れ
る
一
つ
の
資
格
」（
一
九
三
一
年
、
二
五
巻
一
号
）
と
い
う
特
集
で
は
、

母
・
妻
・
娘
と
し
て
「
夫
々
當
面
の
仕
事
に
忠
實
」
で
あ
れ
と
い
う
本
多
に
、「
生
活
力
」
を
挙
げ
た
圓
地
文

子
、「
健
康
と
強
き
神
経
」
の
小
泉
信
三
、「
自
分
の
地
位
に
目
覚
め
る
こ
と
」
を
説
く
片
山
哲
、「
賢
明
」
の

吉
野
作
造
、
猪
熊
弦
一
郎
は
「
若
々
し
い
気
持
」、
木
村
荘
八
は
「
純
潔
」、「
社
会
意
識
」
の
平
塚
ら
い
て
う
、

「
強
健
さ
」
の
人
見
絹
枝
ら
百
十
家
が
ひ
と
こ
と
述
べ
た
。

ま
た
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
取
得
し
た
経
済
学
博
士
の
肩
書
き
か
ら
本
多
に
は
経
済
に
関
す
る
記
述
も
少
な

く
な
い
が
、
こ
う
し
た
一
般
向
け
の
雑
誌
で
は
殊
に
家
計
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
寄
せ
ら
れ
た
。
同
じ
く

『
婦
人
之
友
』
に
は
自
由
学
園
で
行
わ
れ
た
「
家
計
問
題
の
會
」（
一
九
二
七
年
、
二
一
巻
一
二
号
）
の
記
録
が

あ
る
。
羽
仁
も
と
子
は
勤
倹
貯
蓄
と
土
地
取
得
の
利
点
に
つ
い
て
、
額
こ
そ
異
な
る
も
の
の
本
多
と
同
意
見
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
、
翌
年
に
も
同
学
園
で
「
公
私
経
済
に
お
け
る
無
駄
（W

A
ST

E

）」（
同
、
二
二
巻
一
二
号
）

を
主
題
に
サ
ロ
ン
が
開
か
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
本
多
個
人
と
し
て
の
寄
稿
も
多
く
、
明
治
か
ら
大
正
に
係
る
過
渡
時
代
の
生
活
問
題
を
扱
っ
た
も

の
か
ら
（
同
、
一
九
一
二
年
、
六
巻
四
号
）、『
婦
人
倶
楽
部
』
で
「
私
の
初
戀
」（
一
九
三
二
年
、
一
三
巻
五

号
）
の
淡
く
苦
い
思
い
出
、
戦
後
、
晩
年
近
く
に
家
庭
円
満
の
秘
訣
と
長
寿
法
を
綴
っ
た
「
幸
福
な
る
夫
婦
生

活
」（『
婦
人
倶
楽
部
』
一
九
四
九
年
、
三
〇
巻
一
号
）
が
み
え
る
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
政
府
の
要
請
で
シ
ベ
リ
ア
や
南
洋
諸
島
の
各
地
を
踏
査
し
た
経
験
に
基
づ
い
た
冒
険
・

探
検
談
、
あ
る
い
は
教
育
者
と
し
て
植
物
の
生
態
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
る
「
な
ぜ
栗
の
實
に
あ
ん
な
凄
い
イ

ガ
が
あ
る
？
　
お
山
の
お
猿
や
リ
ス
君
や
食
べ
ら
れ
ぬ
様
に
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
三
六
年
、
九
月
一
三
日
）



6

等
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
当
時
の
新
聞
各
紙
に
目
を
通
し
て
も
、
専
門
の
森
林
事
業
や
公
園
事
業
に
限
ら
ず
其
処
彼
処
で

本
多
静
六
の
名
を
見
か
け
る
機
会
は
少
な
く
な
い
し
、
次
に
述
べ
る
身
上
相
談
か
ら
も
い
え
る
よ
う
に
、
本
多

は
同
時
代
の
一
般
市
民
か
ら
頼
り
と
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
大
衆
社
会
で
名
の
通
っ
た
人
物
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

翻
っ
て
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
初
詣
の
参
拝
者
数
が
全
国
第
一
位
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
明
治
神
宮

を
囲
む
社
叢
が
今
か
ら
百
年
ほ
ど
前
に
造
ら
れ
た
森
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
者
は
多
い
。
況
ん
や
こ
の
森
を
つ

く
っ
た
本
多
静
六
の
名
前
を
や
。
幸
い
に
し
て
、
一
昨
年
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
明
治
神
宮
の
森
に
関
す
る
特
集
番
組

が
放
映
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
多
の
知
名
度
も
あ
が
り
つ
つ
あ
る
。
戦
後
の
社
会
か
ら
名
前
が
隠
れ
て
し

ま
っ
た
感
の
あ
る
本
多
静
六
で
は
あ
る
が
、
彼
の
類
い
ま
れ
な
功
績
は
「
百
年
の
森
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
の

通
り
、
何
よ
り
原
始
の
森
と
見
紛
う
ま
で
に
生
長
し
た
こ
の
森
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
よ
う
。

余
談
だ
が
、
東
京
大
学
の
文
化
資
源
学
研
究
室
に
在
籍
し
て
い
た
当
時
、
修
論
の
テ
ー
マ
を
本
多
静
六
に
し

た
い
と
相
談
す
る
と
、
文
学
部
の
中
に
は
顔
を
し
か
め
る
先
生
も
お
ら
れ
た
。「
へ
ん
ち
く
り
ん
な
お
じ
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
る
先
生
も
お
み
え
に
な
っ
た
。
一
方
、
農
学
部
の
先
生
方
は
、
本
多
先
生
は
神
様
み
た
い
な
方
で
す

よ
、
と
敬
っ
て
お
ら
れ
た
。
賛
否
両
論
の
あ
る
な
か
で
、
こ
の
受
け
捉
え
方
の
確
た
る
差
か
ら
も
本
多
を
再
検

討
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
、
前
途
多
難
は
目
に
見
え
て
い
た
が
、
あ
え
て
本
多
静
六
を
テ
ー
マ
に
し
た
の

で
あ
っ
た
。

身
の
上
相
談

さ
て
、
一
般
大
衆
と
本
多
の
接
点
と
い
え
ば
身
上
相
談
が
あ
る
。
本
多
が
人
生
に
関
わ
る
相
談
を
引
き
受
け
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る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
五
歳
か
ら
二
三
歳
ま
で
の
苦
学
時
代
、「
強
情
な
気た

ち性
」
と
い
う
自
ら
の
性
格
矯

正
の
た
め
に
恩
師
に
勧
め
ら
れ
て
天
源
淘
宮
術
の
大
家
に
付
い
て
観
相
学
を
身
に
つ
け
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

二
七
歳
の
暮
れ
か
ら
は
身
上
鑑
定
所
「
南
北
館
」
を
手
伝
い
、
三
〇
歳
で
某
伯
爵
家
の
御
家
騒
動
を
解
決
し
た

こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
諸
名
家
の
家
庭
相
談
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
六
六
歳
の
折
、
朝
日
新
聞

へ
の
投
書
を
き
っ
か
け
に
三
年
ほ
ど
身
上
相
談
を
受
け
た
と
い
う
（『
人
生
と
財
産
』）。
　

同
紙
の
身
上
相
談
の
回
答
に
は
異
議
を
唱
え
自
説
を
投
じ
た
こ
と
も
あ
る
。「
生
ま
れ
た
子
が
親
に
似
な
い
」

と
い
う
相
談
に
、
過
去
の
過
ち
を
打
ち
明
け
勇
気
を
出
し
て
清
算
せ
よ
、
と
回
答
し
た
M
氏
に
対
し
、
本
多

は
、
父
母
に
似
な
い
子
は
幾
ら
も
お
る
、
夫
婦
の
間
の
子
で
あ
る
と
断
じ
て
信
ぜ
よ
、
然
ら
ば
あ
な
た
も
あ
な

た
の
家
庭
も
直
ち
に
救
わ
れ
悲
劇
を
免
れ
る
、
と
答
え
た
（
一
九
三
一
年
八
月
一
五
日
付
）。
本
多
の
前
向
き

な
回
答
は
「
苦
蟲
か
ら
惠
比
寿
顔
に
」（『
婦
女
界
』
一
九
三
七
年
、
五
五
巻
六
号
）
と
い
う
笑
顔
の
育
み
に
象

徴
さ
れ
る
。「
百
年
の
計
」
と
い
う
森
づ
く
り
の
如
く
、
長
い
目
で
人
生
を
捉
え
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

而
し
て
『
實
業
之
日
本
』
に
は
「
身
の
上
相
談
」
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
悩
め
る
大
衆
が
書
面
を
通
じ
て

救
い
を
求
め
た
。「
主
家
の
閉
店
に
遭
つ
て
途
方
に
暮
れ
る
店
員
」
か
ら
「
両
親
の
た
め
に
無
準
備
の
結
婚
を

す
べ
き
か
」
を
悩
む
女
性
会
社
員
、「
人
に
嫌
は
れ
て
悩
み
つ
ゝ
あ
る
青
年
」
に
は
鏡
に
向
か
っ
て
自
己
の
悪

癖
を
叩
き
直
し
た
体
験
を
伝
え
た
。
心
身
に
関
わ
る
切
実
な
悩
み
か
ら
、「
新
聞
賣
子
に
な
り
た
い
」、「
満
洲

行
き
の
旅
費
」、「
権
威
あ
る
自
動
車
学
校
」
の
教
示
を
乞
う
実
用
的
な
相
談
も
あ
る
。
担
当
者
の
本
多
や
穂
積

重
遠
、
山
室
軍
平
ら
は
懇
切
丁
寧
に
回
答
し
て
い
る
。

「
苦
蟲
か
ら
惠
比
寿
顔
に
」　
百
年
の
名
回
答

本
多
の
事
績
に
み
る
方
法
論
や
回
答
が
必
ず
し
も
当
時
の
世
間
に
肯
定
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
後
年
、
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次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

足
尾
銅
山
鉱
毒
問
題
の
調
査
委
員
の
任
に
あ
っ
た
明
治
後
期
、
本
多
は
損
害
賠
償
金
の
殆
ど
を
被
害
地
と
無

立
木
地
の
造
林
費
に
充
て
る
よ
う
当
時
の
村
民
に
主
張
し
た
。
地
方
民
は
一
寸
ア
テ
が
外
れ
て
不
満
気
だ
っ
た

が
、
渋
々
造
林
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
〇
余
年
、
当
時
の
総
代
と
現
村
長
ら
が
突
然
本
多
邸
を
訪
れ
た
。
ハ
テ
、

昔
は
よ
く
田
舎
の
総
代
が
や
っ
て
き
た
が
近
頃
ま
た
何
か
始
ま
っ
た
の
か
ナ
、
と
応
じ
て
み
る
と
、
植
林
し
た

森
が
立
派
に
生
長
し
て
多
額
の
収
入
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
、
村
は
大
変
豊
か
に
な
り
ま
し
た
、
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

本
多
は
昔
別
れ
た
子
ど
も
の
成
長
を
知
ら
さ
れ
た
よ
う
な
喜
び
を
味
わ
い
、
こ
う
し
た
喜
び
に
接
す
る
の
も

「
山
林
と
い
ふ
生
命
の
長
い
仕
事
に
関
係
す
れ
ば
こ
そ
」
と
自
伝
に
記
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
「
苦
蟲
か
ら
惠

比
寿
顔
」
を
生
み
出
し
た
名
回
答
と
い
え
よ
う
。

む
す
び

本
多
の
百
年
の
森
づ
く
り
の
教
訓
は
、
こ
の
よ
う
に
一
般
市
民
の
悩
み
の
解
決
に
も
活
か
さ
れ
て
い
た
。
百

年
近
い
時
を
経
た
明
治
神
宮
の
森
も
、
今
よ
う
や
く
そ
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
時
期
に
来
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
私
の
拙
い
本
も
微
力
な
が
ら
少
し
で
も
そ
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
う
。
最
後
に
、
本
多
健

一
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 
（
奈
良
県
立
大
学
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
／ 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
）


